
品 名：01_90003_251224_099_02_三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択＜アジアバスケット通貨＞（毎月分配型）_801527.docx 

日 時：2020/1/31 14:26:00 

ページ：1 

 

 

  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 
通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞ 

（毎月分配型） 
 

愛称：グローイング・スター 

 
 

第94期（決算日：2019年７月16日） 

第95期（決算日：2019年８月13日） 

第96期（決算日：2019年９月13日） 

第97期（決算日：2019年10月15日） 

第98期（決算日：2019年11月13日） 

第99期（決算日：2019年12月13日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社

債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット

通貨コース＞（毎月分配型）」は、去る12月13日に第

99期の決算を行いましたので、法令に基づいて第94

期～第99期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2021年６月11日まで（2011年９月21日設定） 

運 用 方 針 

主として円建ての外国投資信託であるピムコ バミューダ 
エマージング マーケット ハイ イールド コーポレー
ト ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＫＲＷ）、
クラス Ｊ （ＩＮＲ）、クラス Ｊ （ＩＤＲ）の各投資
信託証券への投資を通じて、米ドル建ての新興国の高利回
り社債等に実質的な投資を行い、利子収益の確保および値
上がり益の獲得をめざします。各投資信託証券への投資に
あたっては、実質的な配分は３分の１程度ずつになること
を基本とします。ただし、投資環境、資金動向、為替の変動
等により、実質的な通貨配分が３分の１程度ずつからカイ
離する場合があります。また、当該外国投資信託への投資を
通じて、実質的な保有外貨建て資産に対し、米ドル売り、３
通貨（韓国ウォン、インドルピー、インドネシアルピア）買
いの為替取引を行います（このため、基準価額は当該３通貨
の対円での為替変動の影響を受けます。）。なお、証券投資信
託であるマネー・マーケット・マザーファンドの投資信託証
券への投資も行います。投資信託証券への運用の指図に関
する権限は、ピムコジャパンリミテッドに委託します。 

主要運用対象 

三菱ＵＦＪ 新興国 
高 利 回 り 社 債 
フ ァ ン ド 
通貨選択シリーズ 
＜アジアバスケット 
通 貨 コ ー ス ＞ 
（ 毎 月 分 配 型 ） 

ピムコ バミューダ エマージング 
マーケット ハイ イールド コー
ポレート ボンド ファンド Ｂ 
－ クラス Ｊ （ＫＲＷ）、クラス 
Ｊ （ＩＮＲ）、クラス Ｊ （ＩＤＲ）
およびマネー・マーケット・マザー
ファンドの投資信託証券を主要投資
対象とします。 

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ 
エマージング マーケット 
ハ イ  イ ー ル ド 
コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス 
Ｊ  （ Ｋ Ｒ Ｗ ） 

ピムコ バミューダ エマージング 
マーケット ハイ イールド コー
ポレート ボンド ファンド（Ｍ）へ
の投資を通じて、米ドル建ての新興国
の高利回り社債およびその派生商品
等を主要投資対象とします。 

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ 
エマージング マーケット 
ハ イ  イ ー ル ド 
コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス 
Ｊ  （ Ｉ Ｎ Ｒ ） 

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ 
エマージング マーケット 
ハ イ  イ ー ル ド 
コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス 
Ｊ  （ Ｉ Ｄ Ｒ ） 

マネー・マーケット・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の公社債等を主要投資対象と
します。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準価額水
準、市況動向等を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないことがあり
ます。なお、第２計算期末までの間は、収益の分配は行いま
せん。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

251224 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
70期(2017年７月13日) 9,655 120 2.9 － － 98.8 568 
71期(2017年８月14日) 9,318 120 △2.2 － － 99.4 684 
72期(2017年９月13日) 9,528 120 3.5 － － 99.0 824 
73期(2017年10月13日) 9,532 120 1.3 － － 100.5 885 
74期(2017年11月13日) 9,493 120 0.8 － － 100.6 1,009 
75期(2017年12月13日) 9,576 120 2.1 － － 99.7 1,162 
76期(2018年１月15日) 9,580 120 1.3 － － 99.0 1,188 
77期(2018年２月13日) 8,981 120 △5.0 － － 100.3 1,300 
78期(2018年３月13日) 8,708 120 △1.7 － － 99.0 1,283 
79期(2018年４月13日) 8,631 120 0.5 － － 99.0 1,237 
80期(2018年５月14日) 8,430 120 △0.9 － － 99.0 1,218 
81期(2018年６月13日) 8,285 120 △0.3 － － 99.0 1,190 
82期(2018年７月13日) 8,090 120 △0.9 － － 99.0 1,099 
83期(2018年８月13日) 7,840 120 △1.6 － － 98.9 984 
84期(2018年９月13日) 7,565 120 △2.0 － － 99.0 922 
85期(2018年10月15日) 7,574 90 1.3 － － 99.0 905 
86期(2018年11月13日) 7,679 90 2.6 － － 99.0 879 
87期(2018年12月13日) 7,593 90 0.1 － － 99.0 858 
88期(2019年１月15日) 7,356 90 △1.9 － － 99.0 829 
89期(2019年２月13日) 7,579 90 4.3 － － 99.0 905 
90期(2019年３月13日) 7,614 90 1.6 － － 100.3 902 
91期(2019年４月15日) 7,683 90 2.1 － － 99.0 933 
92期(2019年５月13日) 7,304 90 △3.8 － － 99.0 889 
93期(2019年６月13日) 7,250 90 0.5 － － 101.5 922 

94期(2019年７月16日) 7,387 90 3.1 － － 99.0 970 
95期(2019年８月13日) 6,827 90 △6.4 － － 99.0 941 
96期(2019年９月13日) 7,050 90 4.6 － － 99.4 998 
97期(2019年10月15日) 7,026 60 0.5 － － 99.0 1,032 
98期(2019年11月13日) 7,138 60 2.4 － － 99.0 1,003 
99期(2019年12月13日) 7,140 60 0.9 － － 99.0 977 

 
（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第94期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年６月13日 7,250 － － － 101.5 

６月末 7,400 2.1 － － 99.0 

(期  末)      

2019年７月16日 7,477 3.1 － － 99.0 

第95期 

(期  首)      

2019年７月16日 7,387 － － － 99.0 

７月末 7,430 0.6 － － 99.6 

(期  末)      

2019年８月13日 6,917 △6.4 － － 99.0 

第96期 

(期  首)      

2019年８月13日 6,827 － － － 99.0 

８月末 6,837 0.1 － － 99.2 

(期  末)      

2019年９月13日 7,140 4.6 － － 99.4 

第97期 

(期  首)      

2019年９月13日 7,050 － － － 99.4 

９月末 7,034 △0.2 － － 99.0 

(期  末)      

2019年10月15日 7,086 0.5 － － 99.0 

第98期 

(期  首)      

2019年10月15日 7,026 － － － 99.0 

10月末 7,194 2.4 － － 99.3 

(期  末)      

2019年11月13日 7,198 2.4 － － 99.0 

第99期 

(期  首)      

2019年11月13日 7,138 － － － 99.0 

11月末 7,159 0.3 － － 99.0 

(期  末)      

2019年12月13日 7,200 0.9 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第94期～第99期：2019年６月14日～2019年12月13日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

（百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2019/６/13 2019/８/９ 2019/10/９ 2019/12/９

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 94 期 首 7,250円
第 99 期 末 7,140円
既払分配金 450円
騰 落 率 4.9％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

― 3 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_801527.indd   302_コメント-費用-TER_10pt_801527.indd   3 2020/01/31   18:15:572020/01/31   18:15:57



2

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

基準価額は当作成期首に比べ4.9％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

新興国高利回り社債市況が上昇したことや、３通貨（韓国ウォ
ン、インドルピー、インドネシアルピア）買いの韓国ウォンを除
く為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）を獲得した
こと、韓国ウォン、インドネシアルピアが対円で上昇したことな
どが基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

アルゼンチンを積極姿勢としていたことや、インドルピーが対円
で下落したことなどが基準価額の下落要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

第94期～第99期：2019年６月14日～2019年12月13日

投資環境について

債券市況の推移（当作成期首を100として指数化）

98

100

102

104

106

2019/６/12 2019/８/８ 2019/10/８ 2019/12/６

ＪＰモルガンＣＥＭＢＩブロード・ノン・インベストメント・グレード（ドルベース）

債券市況
新興国高利回り社債市況は、上昇しまし
た。
新興国高利回り社債市況は、当作成期を
通じて見ると、スプレッド（米国債への
上乗せ金利）が縮小したことや、ベース
となる米国金利が低下したこと等を背景
に上昇しました。新興国高利回り社債市
況のスプレッドは、米中貿易摩擦の激化
懸念等を背景に拡大する局面もあったも
のの、その後米中貿易摩擦懸念が和らい
だことや、米連邦準備制度理事会（ＦＲ
Ｂ）による金融緩和等が市場に好感され、
縮小しました。米国金利は、ＦＲＢによ
る金融緩和等を背景に低下しました。
アルゼンチンは、2019年８月に実施され
た大統領選挙の予備選挙で左派の野党候
補が予想以上の大差で勝利したこと等を
背景に、大きく下落しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
（注）ＪＰモルガンＣＥＭＢＩブロード・ノン・インベストメント・グレードとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリ

ティーズ・エルエルシーが算出し公表している米ドル建ての新興国社債（非投資適格）の代表的な指数です。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）

（注）現地日付ベースで記載しております。

90

95

100

105

2019/６/12 2019/８/８ 2019/10/８ 2019/12/６

円・韓国ウォン

円・インドルピー

円・インドネシアルピア

為替市況
韓国ウォン、インドネシアルピアは対円
で上昇、インドルピーは対円で下落しま
した。
（韓国ウォン）
当作成期の後半にかけて米中貿易摩擦へ
の懸念が和らいだことや、一部の経済指
標が市場予想を上回ったことなどを背景
に、当作成期を通じてみると、韓国ウォ
ンは対円で上昇しました。
（インドルピー）
2019年８月に米中貿易摩擦の激化懸念が
高まったこと等を背景に、リスクオフの
流れとなったこと等を受けて、当作成期
を通じてみると、インドルピーは対円で
下落しました。

（インドネシアルピア）
当作成期の後半にかけて米中貿易摩擦へ
の懸念が和らいだこと等を背景に、当作
成期を通じてみると、インドネシアルピ
アは対円で上昇しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調
整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、
2019年12月13日のコール・レートは
－0.008％となりました。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債
ファンド 通貨選択シリーズ＜アジア
バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
各円建ての外国投資信託への投資を通じ
て、米ドル建ての新興国の高利回り社債
を実質的な主要投資対象とし、利子収益
の確保および値上がり益の獲得をめざし
ました。各投資信託証券への投資にあ
たっては、実質的な配分は３分の１程度
ずつになることを基本としました。また、
マネー・マーケット・マザーファンド投
資信託証券を一部組み入れた運用を行い
ました。

ピムコ　バミューダ　エマージング　
マーケット　ハイ　イールド　コーポ
レート　ボンド　ファンド　Ｂ　－　
クラス　Ｊ（ＫＲＷ）、クラス　Ｊ
（ＩＮＲ）、クラス　Ｊ（ＩＤＲ）
米ドル建ての新興国の高利回り社債等に
投資を行いました。

国別・セクター配分戦略
国別選択では、当作成期の前半は、バ
リュエーションが割安かつ国際通貨基金
（ＩＭＦ）による支援が見込めるアルゼ
ンチンを積極姿勢としました。当作成期
の後半は、2019年５月に就任したゼレン
スキー大統領の政策に期待が高まってい
ることに加え、ＩＭＦによるサポートが

続いているウクライナを積極姿勢としま
した。
保有外貨建て資産に対しては、米ドル売
り、３通貨買いの為替取引を行いました。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保をめざした運用を行い
ました。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第94期

2019年６月14日～
2019年７月16日

第95期
2019年７月17日～
2019年８月13日

第96期
2019年８月14日～
2019年９月13日

第97期
2019年９月14日～
2019年10月15日

第98期
2019年10月16日～
2019年11月13日

第99期
2019年11月14日～
2019年12月13日

当期分配金
（対基準価額比率）

90
（1.204％）

90
（1.301％）

90
（1.261％）

60
（0.847％）

60
（0.834％）

60
（0.833％）

当期の収益 65 56 58 52 60 54

当期の収益以外 24 34 32 7 － 5

翌期繰越分配対象額 3,951 3,918 3,888 3,880 3,881 3,876

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債
ファンド 通貨選択シリーズ＜アジア
バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
各円建て外国投資信託への投資を通じて
米ドル建ての新興国高利回り社債を高位
に組み入れた運用を行うほか、一部、マ
ネー・マーケット・マザーファンドの投
資信託証券の組み入れを維持し、毎月の
分配をめざしていく方針です。

ピムコ　バミューダ　エマージング　
マーケット　ハイ　イールド　コーポ
レート　ボンド　ファンド　Ｂ　－　
クラス　Ｊ（ＫＲＷ）、クラス　Ｊ
（ＩＮＲ）、クラス　Ｊ（ＩＤＲ）
新興国への投資に際しては、先進国の金
融・通商政策が各国に及ぼす影響やグ
ローバルな産業動向などを考慮し、個別
国間の差異に注目して運用します。各国
の財政状況や対外収支状況を含むファン
ダメンタルズ分析などに基づき、投資対
象国を注意深く選別します。ファンダメ
ンタルズが良好な国の中では、安定した
現金創出能力と国際競争力を有し、バ
リュエーション上魅力があると考える企
業を選好します。具体的には、2019年５
月に就任したゼレンスキー大統領の政策
に期待が高まっていることに加え、ＩＭ
Ｆによるサポートが続いているウクライ

ナを積極姿勢とします。一方、長引くデ
モにより政情が不安定化した香港につい
ては消極姿勢とします。
なお、引き続き、保有外貨建て資産に対
し、米ドル売り、３通貨買いの為替取引
を行います。

マネー・マーケット・マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、コール・ローンおよびＣＰ現先取引
等への投資を通じて、安定した収益の確
保をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

2019年６月14日～2019年12月13日

１万口当たりの費用明細

項目
第94期～第99期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 66 0.931 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (42) (0.583) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (23) (0.327) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 66 0.933

作成期中の平均基準価額は、7,132円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.86％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.86

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.86

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） －

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） －

運用管理費用以外
－％

その他費用
0.00％運用管理費用（受託会社）

0.04％

運用管理費用
（投信会社）
1.16％

運用管理費用
（販売会社）
0.65％

投資先ファンド
－％

運用管理費用
－％

当ファンド
1.86％

総経費率
1.86％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○売買及び取引の状況 (2019年６月14日～2019年12月13日) 

 

 

銘 柄 
第94期～第99期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円  
ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート 
ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＩＤＲ） 

13 84,059 14 93,472  

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート 
ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＫＲＷ） 

11 95,839 8 66,833  

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート 
ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＩＮＲ） 

13 83,713 11 72,783  

合 計 38 263,612 34 233,088  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月14日～2019年12月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月13日現在) 

 

銘 柄 
第93期末 第99期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＩＤＲ） 

50 49 320,986 32.8 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＫＲＷ） 

36 39 324,259 33.2 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＩＮＲ） 

51 52 322,969 33.0 

合 計 137 141 968,216 99.0 
 

（注） 比率は三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）の純資産総額に対

する比率。 

 

  

投資信託証券 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

 

銘 柄 
第93期末 第99期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,182 1,182 1,204 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月13日現在) 

項 目 
第99期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 968,216 97.5 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,204 0.1 

コール・ローン等、その他 23,961 2.4 

投資信託財産総額 993,381 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第94期末 第95期末 第96期末 第97期末 第98期末 第99期末 

2019年７月16日現在 2019年８月13日現在 2019年９月13日現在 2019年10月15日現在 2019年11月13日現在 2019年12月13日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 985,139,858   969,733,153   1,012,779,628   1,042,779,324   1,013,095,334   993,381,837   

 コール・ローン等 11,025,824   25,985,878   19,490,190   10,488,625   10,201,575   15,760,870   

 投資信託受益証券(評価額) 961,009,489   931,842,730   992,084,893   1,022,486,154   993,089,214   968,216,422   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 1,204,545   1,204,545   1,204,545   1,204,545   1,204,545   1,204,545   

 未収入金 11,900,000   10,700,000   －   8,600,000   8,600,000   8,200,000   

(B) 負債 14,542,911   28,360,945   14,247,327   10,465,857   9,985,701   15,598,056   

 未払収益分配金 11,824,992   12,410,080   12,746,599   8,815,038   8,432,310   8,216,427   

 未払解約金 1,119,500   14,543,287   2,318   2,346   －   5,854,982   

 未払信託報酬 1,595,585   1,405,075   1,495,775   1,645,596   1,550,659   1,523,981   

 未払利息 23   24   25   2   22   3   

 その他未払費用 2,811   2,479   2,610   2,875   2,710   2,663   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 970,596,947   941,372,208   998,532,301   1,032,313,467   1,003,109,633   977,783,781   

 元本 1,313,888,020   1,378,897,836   1,416,288,828   1,469,173,023   1,405,385,111   1,369,404,533   

 次期繰越損益金 △  343,291,073   △  437,525,628   △  417,756,527   △  436,859,556   △  402,275,478   △  391,620,752   

(D) 受益権総口数 1,313,888,020口 1,378,897,836口 1,416,288,828口 1,469,173,023口 1,405,385,111口 1,369,404,533口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,387円 6,827円 7,050円 7,026円 7,138円 7,140円 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○損益の状況 

項 目 
第94期 第95期 第96期 第97期 第98期 第99期 

2019年６月14日～ 
2019年７月16日 

2019年７月17日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月13日 

2019年９月14日～ 
2019年10月15日 

2019年10月16日～ 
2019年11月13日 

2019年11月14日～ 
2019年12月13日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 9,043,714   9,237,497   8,511,723   9,353,954   9,079,435   8,809,684   

 受取配当金 9,044,743   9,238,332   8,512,307   9,354,555   9,079,835   8,810,045   

 受取利息 －   －   4   24   －   11   

 支払利息 △      1,029   △        835   △        588   △        625   △        400   △        372   

(B) 有価証券売買損益 21,738,140   △ 71,820,371   36,520,487   △  2,005,479   16,408,437   1,369,655   

 売買益 22,001,306   1,669,315   36,663,839   977,810   17,620,659   5,685,186   

 売買損 △    263,166   △ 73,489,686   △    143,352   △  2,983,289   △  1,212,222   △  4,315,531   

(C) 信託報酬等 △  1,598,396   △  1,407,529   △  1,498,385   △  1,648,471   △  1,553,369   △  1,526,644   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 29,183,458   △ 63,990,403   43,533,825   5,700,004   23,934,503   8,652,695   

(E) 前期繰越損益金 △184,499,426   △156,346,622   △222,234,510   △182,926,582   △174,420,981   △149,433,766   

(F) 追加信託差損益金 △176,150,113   △204,778,523   △226,309,243   △250,817,940   △243,356,690   △242,623,254   

 (配当等相当額) (  522,253,148)  (  544,867,231)  (  555,063,669)  (  571,138,817)  (  545,369,616)  (  531,410,909)  

 (売買損益相当額) (△698,403,261)  (△749,645,754)  (△781,372,912)  (△821,956,757)  (△788,726,306)  (△774,034,163)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △331,466,081   △425,115,548   △405,009,928   △428,044,518   △393,843,168   △383,404,325   

(H) 収益分配金 △ 11,824,992   △ 12,410,080   △ 12,746,599   △  8,815,038   △  8,432,310   △  8,216,427   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △343,291,073   △437,525,628   △417,756,527   △436,859,556   △402,275,478   △391,620,752   

 追加信託差損益金 △179,303,445   △209,466,776   △230,841,367   △251,846,361   △243,356,690   △243,307,957   

 (配当等相当額) (  519,099,816)  (  540,178,978)  (  550,531,545)  (  570,110,396)  (  545,369,616)  (  530,726,206)  

 (売買損益相当額) (△698,403,261)  (△749,645,754)  (△781,372,912)  (△821,956,757)  (△788,726,306)  (△774,034,163)  

 分配準備積立金 21,288   128,436   139,208   55,102   145,763   93,866   

 繰越損益金 △164,008,916   △228,187,288   △187,054,368   △185,068,297   △159,064,551   △148,406,661   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 
①作成期首（前作成期末）元本額 1,272,593,911円 
作成期中追加設定元本額 444,987,696円 
作成期中一部解約元本額 348,177,074円 
また、１口当たり純資産額は、作成期末0.7140円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は391,620,752円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月14日～ 
2019年７月16日 

2019年７月17日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月13日 

2019年９月14日～ 
2019年10月15日 

2019年10月16日～ 
2019年11月13日 

2019年11月14日～ 
2019年12月13日 

費用控除後の配当等収益額 8,574,102円 7,829,967円 8,228,527円 7,705,483円 8,526,125円 7,488,526円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 522,253,148円 544,867,231円 555,063,669円 571,138,817円 545,369,616円 531,410,909円 

分配準備積立金額 118,846円 20,296円 125,156円 136,236円 51,948円 137,064円 

当ファンドの分配対象収益額 530,946,096円 552,717,494円 563,417,352円 578,980,536円 553,947,689円 539,036,499円 

１万口当たり収益分配対象額 4,041円 4,008円 3,978円 3,940円 3,941円 3,936円 

１万口当たり分配金額 90円 90円 90円 60円 60円 60円 

収益分配金金額 11,824,992円 12,410,080円 12,746,599円 8,815,038円 8,432,310円 8,216,427円 

④信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、「三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨
選択シリーズ」の各信託（＜マネープールファンド＞を除く）の信託財産の純資産総額の合計額に年10,000分の72.5以内の率を乗じて得
た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜アジアバスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○分配金のお知らせ  

 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期 第99期 

１万口当たり分配金（税込み） 90円 90円 90円 60円 60円 60円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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